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りんご農作業に関連する頚髄損傷の症例集積研究
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抄録　
目的：津軽地方での外傷診療において，我々はりんご農作業に関連した頚髄損傷をしばしば経験するが，その受傷機転
や臨床像には不明な点がある. 本調査の目的は，りんご農作業により生じた頚髄損傷の受傷機転と臨床経過を明らかにす
ることである．
対象と方法：2015年 1 月から2019年 8 月までに弘前大学医学部附属病院高度救命救急センターに搬送された，りんご農
作業に関連した頚髄損傷症例を対象とした．診療録より患者の属性，発生月，受傷機転，神経学的重症度および予後に
ついての情報を抽出した．
結果：同定された10例のうち 9例が男性であり， 5月と 6月に多発した（ 7例）．受傷機転は 2つに分類され，乗用草刈
機運転に関連するもの（ 5例）と梯子などからの墜落（ 5例）であった.退院時のAmerican Spinal Injury Association 
Impairment Scale （AIS） は，Aが 1例，Bが 2例，Cが 2例，Dが 3例，Eが 2例だった. 
結語：りんご農作業に関連する頚髄損傷は 5から 6月に好発し，乗用草刈機運転，梯子上の作業中に発生していた．重
症例も観察され，予防策の構築が急務である．
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ORIGINAL ARTICLE

A case-series study of cervical cord injury related to apple farming

Hiromi Machino1），Osamu Nomura2），Kanichiro Wada3），Gentaro Kumagai3）， 
Sunao Tanaka3），Toru Asari3），Yasuyuki Ishibashi3），and Hiroyuki Hanada2）

Abstract　
Purpose: Cervical spinal cord injuries （SCI） associated with apple farming are frequently experienced in trauma care 
in the Tsugaru region. The aim of this study was to clarify the cause of injury and the clinical characteristics in SCI 
patients injured during apple farming. 
Methods: Cases of SCI related to apple farming were investigated from January 2015 to August 2019 at Hirosaki 
University Hospital. The patients' characteristics, month and cause of injury, neurological severity, and prognosis 
were extracted from the medical records.
Results: Nine of the ten identified cases were male, and most of the events occurred in May and June （7 cases）. The 
injuries were classified into two categories: those related to riding mower operation （5 cases） and falling from ladders 
and other high places （5 cases）. On the American Spinal Injury Association Impairment Scale （AIS） at discharge, A, 
B, C, D, and E were 1, 2, 3, and 2, respectively. 
Conclusion: This case series study has revealed the typical time and cause of injury in SCI associated with apple 
farming. Severe cases were also observed, and it is urgent to establish preventive measures.

 Hirosaki Med．J． 71：108―112，2021

　Key words: cervical spinal cord injury; apple farming; prevention of injury.
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緒　　　　　言

　りんご栽培農業は青森県における主要な第一次
産業であり，青森県の農業産出額の約 4 分の 1
を占める1）．それに伴い，青森県では，りんご栽
培農業に従事する人口が他の道府県と比較して多
いという特徴がある．
　一般に，農作業従事者は作業中の事故により手
指切断，骨折，脊髄損傷，窒息などの様々な外傷
を受傷するリスクがある．その中でも頚髄損傷は
受傷者の生命予後のみならず，長期的な機能予後
に大きく影響を与え得る外傷の一つであり，津軽
地域における外傷診療施設においてもよく経験さ
れる2）．第一次産業, 建設業等の第二次産業, 第三
次産業に関連して生じた労働災害における頚髄損
傷の発生傾向については分析がなされている3）．
しかし，りんご農作業に関連する頚髄損傷を予防
するための安全対策構築には，より当該農作業に
特化した危険因子を探索する必要がある．非骨傷
性頚髄損傷に関する研究では，りんご農作業中の
非骨傷性頚髄損傷の受傷機転は，それ以外の場面
で生じたものと比較して，頭部の打撲が多いと報
告されている。また，一般住民を対象とした調査
では，女性のりんご農業従事者は非農業従事者に
比して，頚椎の脊柱管狭窄の有病率が高いことが
明らかにされている4）．アイルランドの研究にお
いても，農業関連の頚髄損傷の危険因子が調査さ
れており，家畜の取り扱い，農業重機の使用，大
きな乾草俵の移動や輸送，高所からの転落が指摘
されている5）．しかしながら，りんご農業に関連
した頚髄損傷に関する研究知見は十分ではなく，
予防策構築には至っていない．本研究の目的は，
予防策構築の基礎資料を得るために，りんご栽培
農作業に関連した頚髄損傷症例の受傷の危険因子
と臨床的特徴を明らかとすることである．

方　　　　　法

1．研究デザイン・調査期間・調査対象
　2015年 1 月から2019年 8 月までに弘前大学医
学部附属病院高度救命救急センターに搬送された
症例について，症例集積研究を行った．りんご栽
培における農作業を受傷機転とする頚髄損傷の症

例を選択基準とし，自傷行為や自殺企図の可能性
がある症例や，りんご農園でのりんご農作業以外
の活動を受傷機転とする症例を除外基準として当
センター症例台帳から症例を抽出した.

2．調査項目
　抽出された症例の診療録レビューにより, 症例
の属性および背景因子として，年齢，性別, また，
受傷時の詳細情報として，受傷月，受傷日天候，
受傷の時刻，日没時間，受傷機転を調査した．ま
た臨床像および重症度に関連する情報として，来
院時の意識レベル，血圧，画像上の後縦靭帯骨化
症（ossification of posterior longitudinal ligament : 
OPLL）所見 受傷レベル，入院時および退院時の
American Spinal Injury Association Impairment 
Scale （AIS） 6），頚椎骨折，手術，集中治療室入
室の有無を調査した．また，予後に関連するもの
として，入院期間，院内合併症，さらには外傷に
よる医療経済的負担の指標として各症例の外来お
よび入院治療に要した医療費を調査した．

3．倫理的配慮
　この研究は弘前大学大学院医学研究科倫理委員
会の承認（2019-1131）を受け実施され，また，本
研究について当院ホームページ上にて情報公開を
し，オプトアウトを行った.

結　　　　　果

　研究対象期間内に弘前大学医学部附属病院高度
救命救急センターに搬送された症例の中からりん
ご農作業中により頚髄損傷を受傷した10症例を
同定した（Table 1）．同定された10症例の平均年
齢は68.7歳であり，うち 9 例は男性であった．受
傷時期として， 4 例が 5 月， 3 例が 6 月に受傷
し， 3 月， 8 月， 9 月にそれぞれ 1 例が続いた．
天候や受傷の時間，日没時間については，特段の
傾向は認められなかった．受傷機転は大きく 2
つに分類され， 5 例で，乗用草刈り機運転中に
木に頭部を打撲する事故が原因となっており，他
の 5 例では梯子や樹木などの高所からの墜落が
原因であった．軽度の意識障害（GCS14）を示した
1 例以外は，意識レベルは清明であり，頭蓋骨
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骨折や外傷性の頭蓋内病変を有した症例はなかっ
た．入院時AIS はAが 3 例，Bが 1 例，Cが 1
例，Dが 3 例，Eが 1 例だった。また， 7 名に
OPLL の画像所見が認められ，また， 4 例が頚椎
骨折を合併し，そのうち 2 例で外科的手術を要
した．ICU入室を必要としたのは 3 例で，その
うち 2 例が人工呼吸管理を必要とした． 2 週間
以上入院を必要としたのは 8 症例で，そのうち
3 例では院内合併症として深部静脈血栓症を発
症した．退院時AIS は，Aが 1 例，Bが 2 例，
Cが 2 例，Dが 3 例，Eが 2 例だった．当院で
の外来および入院治療に要した医療費に関して
は，手術や集中治療を要した 3 症例で450万円を
超えた．

考　　　　　察

　本研究により，乗用草刈り機運転と高所作業に
伴う梯子などからの墜落がりんご農作業で発生し
た頚髄損傷の原因となることが明らかになった．
乗用草刈り機運転中に，りんご樹木から水平方向
に伸びた枝に前額部を打撲して，頚部を過伸展す
ることにより頚髄損傷を引き起こしたと考えられ
る．これは，和田らが示した，りんご農作業にお
ける頚髄損傷の受傷機転に頭部の打撲によるもの
が多かったという結果を支持するものである3）．
また，乗用草刈り機運転に関連した 5 例中 4 例
は 5 月と 6 月に受傷したことも判明し，この時
期はりんご農作業過程において，農地の草刈りを
行う機会が多い時期である7）．また，高所墜落に
受傷例 5 例のうち 4 例は，梯子からの墜落であっ
た．りんご栽培を行う農地は傾斜を伴い，かつ，
地面の凹凸により，梯子の設置基盤が不安定なこ
とも多い．それに加えて，梯子上での作業により
身体的な均衡が崩れ, 墜落するものと想定され
る．
　また，本症例集積研究において，10例中 7 例
という非常に高い割合でOPLL が認められた．
本研究と同じ津軽地域で実施された健常農作業従
事者を対象とした横断調査では，64名のうち
OPLL を認めたのは 4 名（ 6 %）のみであり, これ
が一般農作業従事者人口でOPLL の有病率と考
えられる4）．本研究の頚髄損傷症例群における

OPLL の合併率と，一般農作業人口でのOPLL 合
併率には明らかな相違があり，OPLL の内在が頚
髄損傷の危険因子となっている可能性が示唆され
る．しかしながら，OPLL と頚髄損傷との間には
様々な交絡因子が存在する可能性もあり8），その
直接的関連を議論するためには詳細な調査項目を
設定した前方視的な縦断研究が求められる. 
　本研究により，りんご農作業に関連する頚髄損
傷の受傷機転は乗用草刈機の運転と高所作業から
の墜落に分類されることが分かり，その結果から
当該外傷の予防策について考察することができ
る。乗用草刈機には屋根部分がなく，運転者は頭
部を保護されていない状態で屋根視界の悪い農園
内を走行し，前額部をりんごの横枝に打撲し受傷
する．したがって，乗用草刈機に運転者の上半身
を保護する構造を設置する，もしくはロボット草
刈機の導入などで，この外傷は予防できる可能性
が高い．また，梯子などからの高所墜落について
は，りんご樹木の低木化により予防可能ではある
が9），その全面導入は現実的ではない．工学的手
法などを用いて，りんご農作業中の高所からの墜
落のリスクとなるりんご栽培工程や農作業者の体
勢などを客観的に定量化することで，農作業の安
全規程の基礎資料を得ることかができると考えら
れる．これらの検証を通じて，予防策のさらなる
一般化を図ることで, 他地域のりんご栽培や，他
の果樹栽培における外傷予防にも展開できる可能
性がある．
　本研究にはいくつかの限界がある．まずは，後
方視的研究であり，選択バイアスおよび情報バイ
アス内在の可能性は否定できない．また，対象の
記述を目的とする症例集積研究というデザインの
特殊性から，得られた結果を別集団に一般化でき
るものではない．したがって，りんご栽培農作業
に関連する頚髄損傷の危険因子を同定するために
は，さらなる前向き研究が必要である。

結　　　　　語

　りんご農作業に関連する頚髄損傷の主な受傷機
転は，乗用草刈機を運転中のりんごの枝への前額
部打撲，もしくは梯子などの高所作業からの墜落
であった．重症例では，外科的手術や集中治療管
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理を要し，入院期間も長期化し，高額な医療費を
必要とした．神経学的予後が不良な症例も存在
し，予防策の構築が急務である．

利　益　相　反

　本研究に利益相反はない．
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